
腹
上
死
に
つ
い
て

の
身
上
に
於
い
て
脱
死
す
る
者
は
、
真
偽
、
察
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
真

五

（
一
八
二
六）

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

「
腹
上
死
」
と
い
う
言
葉
は
、
瀧
川
政
次
郎
『
池
塘
春
草
』
（
青
蛙
房
、

昭
和
四
十
三
年
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
（
十
四
、
く
さ
ぐ
さ
の
話
「
腹
上

死」）、

『洗
寃
集
録
』
巻
五
、
四
十
五
「
男
子
作
過
死
」
の
次
の
よ
う
な

文
章
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
洗
寃
集
録
』
は
、
南
宋
の
宋
慈
が

成
初
編
』
所
収
本
を
見
た
。

な

は

な

は

凡
そ
男
子
、
作
し
過
ぐ
る
こ
と
太
だ
多
く
、
精
気
耗
尽
し
て
、
婦
人

凡
男
子
作
過
太
多
、
精
気
耗
尽
、
脱
死
於
婦
人
身
上
者
、
真
偽
不
可

偽
を
見
分
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
真
実
で
あ
れ
ば
陽
物
は
し
ぽ
ん

『洗
寃
集
録
』
の
こ
の
文
章
は
、
元
の
王
与
が
著
し
た

『無
寃
録
』
に

引
き
継
が
れ
た
。『
無
寃
録
』
巻
下、

三
十
六
「
男
子
作
過
死
」
に
、
「
凡

【
訓
読
】

で
お
ら
ず
、
偽
り
で
あ
れ
ば
陽
物
は
萎
え
て
い
ま
す
。

著
し
た
、
現
存
す
る
世
界
最
古
の
体
系
的
法
医
学
書
で
あ
る
。

『叢
書
集

し
尽
し
、
女
子
の
体
の
上
で
虚
脱
し
て
死
ん
だ
と
さ
れ
る
場
合
は
、

真

お
よ
そ
男
子
が
性
交
を
し
す
ぎ
る
こ
と
が
甚
だ
多
く
、
精
気
が
消
耗

【
和
訳
】

不
察
。
真
則
陽
不
衰
、
偽
者
則
痰
゜

【
原
文
】

腹

上

死

に

つ

い

て

な

な
れ
ば
則
ち
陽
、
衰
え
ず
。
偽
な
る
者
は
則
ち
痰
ゆ
。

佐

立

治

人



指
す
。
同
上
）
を
読
ん
で
い
た
。
「
身
上
死
」
を
「
腹
上
死
」
と
改
め
た

て
い
る
。

男
子
作
過
太
多
、
精
気
耗
尽
、
脱
死
於
婦
人
身
上
者
、
真
偽
不
可
不
察
。

真
則
陽
不
衰
、
偽
者
則
萎
。
」
と
、
『
洗
寃
集
録
』
と
全
く
同
じ
文
章
が
記

『
無
寃
録
』
に
注
を
つ
け
て
刊
行
さ
れ
た
『
新
註
無
寃
録
』
を
我
が
国
の

河
合
甚
兵
衛
が
抄
訳
し
、
明
和
五
年
（

一
七
六
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
無

は
な
は
だ

寃
録
述
』
の
巻
之
下
「
男
子
作
過
死
」
に
は
、
「
男
子
、
房
事
が
太
多
く

過
れ
ば
、
精
気
が
耗
尽
脱
て
、
婦
人
の
身
の
上
で
死
る
者
あ
り
。
こ
れ

い
つ
わ
り

に
も
偽
て
こ
し
ら
ゑ
も
の
が
有
こ
と
も
あ
る
べ
し
。
真
に
そ
れ
な
れ
ば
、

を

へ

な

へ

死
て
後
ま
で
も
陰
葉
が
き
っ
と
怒
長
て
居
る
も
の
也
。
に
せ
物
は
疫
て
有

也
。
」
（
片
仮
名
を
平
仮
名
に
変
え
、
旬
読
点
を
つ
け
た
。
）
と
和
訳
さ
れ

瀧
川
『
池
塘
春
草
』
（
前
掲
）

は
、
「
江
戸
幕
府
の
検
屍
役
人
は
、
こ
の

書
（
『
無
寃
録
』
を
指
す
。
佐
立
注
）
を
和
訳
し
た
本
（
『
無
寃
録
述
」
を

の
は
、
ど
う
や
ら
そ
の
翻
訳
者
の
仕
業
ら
し
い
。
従
っ
て
腹
上
死
と
い
う

語
は
、
江
戸
時
代
の
検
屍
役
人
の
口
か
ら

一
般
に
ひ
ろ
が
っ
た
も
の
で
、

マ

マ

こ
の
和
訳
本
が
出
版
さ
れ
た
享
保
年
代
よ
り
古
い
こ
と
で
は
な
い
。」

と

述
べ
る
が
、
『
無
寃
録
述
』
に
は
「
腹
上
死
」
と
い
う
言
葉
は
出
て
こ
な

出
版
社
）
医
薬
学
篇
四
十
九
所
収
『
新
註
無
寃
録
」
を
見
た
。
朝
鮮
で

さ
れ
て
い
る
。『
無
寃
録
』
は
、
『
輯
国
科
学
技
術
史
資
料
大
系
』

（
職
江

関
法
第
六
四
巻
五
号

『
洗
寃
集
録
』
は
腹
上
死
の
原
因
を
「
精
気
」
が
消
耗
し
尽
く
し
た
こ

学
』
『
ペ
ス
ト
必
携
』
『
臨
床
回
診
録
』
等
、
多
数
の
著
書
が
あ
る
。

二

『
学
士
会
会
員
氏
名
録
』
大
正
十
年
）
。『
日
本
小
内
科
学
』
『
赤
痢
病

多
く
が
脳
出
血
な
る
こ
と
は
、
竹
中
成
憲
氏
の
記
述
す
る
処
と
す
。
」
(
+

（
一
八
二
五
）

「
腹
上
死
」
と
い
う
言
葉
は
朝
鮮
で
生
ま
れ
た
ら
し
い
。
久
保
信
之

「
台
湾
二
於
ケ
ル

ニ
三
ノ
興
味
ア
ル
法
医
学
的
観
察
」
（
『
台
湾
医
学
会
雑

誌
』
第
六
十
三
号
掲
載
、
明
治
四
十

一
年
）
に
、
「
輯
国
に
て
は
交
接
中

の
死
亡
を
「
腹
上
死
」
と
名
け
、
人
生
無
上
の
幸
福
と
為
し
、
而
し
て
其

頁
。
片
仮
名
を
平
仮
名
に
変
え
、
読
点
を
つ
け
た
。
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
竹
中
成
憲
氏
の
記
述
」
が
ど
こ
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら

な
い
。
竹
中
成
憲
と
い
う
人
は
、
東
京
出
身
で
、
明
治
二
十
年
に
帝
国
大

学
医
科
大
学
内
科
学
科
を
卒
業
し
た

（『
学
士
会
月
報
』
第
四

0
五
号
ノ

と
と
す
る
が
、
実
際
に
は
腹
上
死
は
、
上
野
正
彦
「
い
わ
ゆ
る
性
交
死
に

つ
い
て
」
（
『
日
本
法
医
学
雑
誌
』
第
十
七
巻
第
五
・
六
号
掲
載
、
昭
和
三

十
八
年
）
が
説
明
す
る
よ
う
に
、
「
脳
動
脈
瘤
、
血
管
の
硬
化
、
心
臓
の

肥
大
、
梅
毒
、
そ
の
他
の
潜
在
的
基
礎
疾
患
の
上
に
、
性
行
為
と
い
う
生

、
。
＞ヽ

五
四



H
u
n
t
e
r
、腹

上
死
に
つ
い
て

て
半
時
間
後
に
突
然
死
し
た
ア
ー
ミ
ジ
ャ
ー
将
軍
の
遺
体
を
解
剖
し
て
作

成
し
た
「
症
例
記
録
」
に
、
「
患
者
の
ペ
ニ
ス
は
半
勃
起
状
態
の
よ
う
に

大
き
く
な
っ
て
い
て
、
精
管
に
は
精
液
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
て
い
た
」
と

一
七
二
八
ー

一
七
九
三
）
が
、
新
婚
初
夜
の
ベ
ッ
ド
に
入
っ

五
五

ろ
に
彼
女
が
い
る
ベ
ッ
ド
に
ゆ
き
、
そ
し
て
約
半
時
間
後
に
彼
は
に
わ

か
に
気
分
が
悪
く
な
り
、
救
助
が
得
ら
れ
る
前
に
彼
は
死
亡
し
た
。
彼

が
床
入
り
の
行
為
の
最
中
に
気
分
が
悪
く
な
っ
た
の
か
ど
う
か
わ
か
ら

（
一
八
二
四
）

（
彼
は
四
十
歳
前
後
の
メ
イ
ド
と
結
婚
し
た
。
十

一
時
か
十
二
時
ご

と
、
イ
ギ
リ
ス
の
医
学
者
で
博
物
学
者
の
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
タ
ー

て
、
リ
ウ
マ
チ
患
者
で
あ
っ
て
、
痛
風
で
あ
っ
た
。

ン
・
ハ
ン
タ
ー
の
数
奇
な
生
涯
』

（
河
出
文
庫
、
二

0
一
三
年
）
を
読
む

と
こ
ろ
が
、
矢
野
真
千
子
訳
ウ
ェ
ン
デ
ィ
・
ム
ー
ア
著
『
解
剖
医
ジ
ョ

(Jo
h
n
 

所
見
は
な
い
。

彼
は
六
十
歳
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
長
い
間
、
疲
労
体
質
で
、

子
の

「
主
な
剖
検
所
見
」

の
中
に
、

『
洗
寃
集
録
』

の
記
述
を
裏
づ
け
る

死
に
つ
い
て
」

（
前
掲
）
に
表
示
さ
れ
て
い
る
、
性
交
中
に
急
死
し
た
男

（
「
情
交
」
六
十
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
実
際
、
上
野
「
い
わ
ゆ
る
性
交

解
け
る
か
ら
、

ペ
ニ
ス
は
必
然
的
に
萎
縮
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。」

の
場
合
は
勃
起
し
た
ま
ま
で
あ
り
、
偽
り
の
場
合
と
は
区
別
で
き
る
と
述

べ
て
い
る
が
、
こ
の
表
現
は
間
違
っ
て
い
る
。
死
ぬ
と
神
経
系
の
緊
張
は

は
語
る
』

頁）

（
文
春
文
庫
、

二
0
1
0
年）

そ
れ
で
は
、

ま、
＇ 

『
洗
寃
集
録
』

は
「
作
過
死

『
洗
寃
集
録
』

が
、
腹
上
死
し
た
男
子
の
陽
物
は
衰
え
て

理
的
興
奮
と
消
耗
が
負
荷
さ
れ
て
惹
起
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
」

（
三
三
九

い
な
い
、
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
上
野
正
彦
『
死
体

【
和
訳
】

（
第
十
章
、

B
o
o
k
s
 o
f
 J
o
h
n
 H
u
n
t
e
r
 F
R
S
,
 ed
.
 Al
l
e
n
,
 Tu
r
k
,
 Mu
r
l
e
y
 
(
L
o
n
d
o
n
:
 

R
o
y
a
l
 S
o
c
i
e
t
y
 of M
e
d
i
c
i
n
e
 S
e
r
v
i
c
e
s
 L
i
m
i
t
e
d

―
九
九
三
年）

め
ら
れ
て
い
る

A
n
A
c
c
o
u
n
t
 of t
h
e
 D
i
s
s
e
c
t
i
o
n
s
 of M
o
r
b
i
d
 B
o
d
i
e
s
 

（
「
病
的
な
身
体
の
解
剖
の
報
告
」
）

の
N
o
.
1
4
2
 T
h
e
 a
p
p
e
a
r
a
n
c
e
s
 o
n
 

o
p
e
n
i
n
g
 t
h
e
 B
o
d
y
 o
f
 G
e
n
e
r
a
l
 A
r
m
i
g
e
r
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
次
の
よ

う
に
書
か
れ
て
い
る
。
丸
括
弧
で
囲
ま
れ
た
文
は
ハ
ン
タ
ー
自
身
が
挿
入

し
た
文
で
あ
る
。

慢
性
的
な
病
気
で
あ
っ
た
。
彼
は
し
ば
し
ば
、
突
然
死
の
前
兆
で
あ
る

め
ま
い
に
襲
わ
れ
た
。
彼
は
心
悸
充
進
、
及
び
不
整
脈
を
か
か
え
て
い

ア
ー
ミ
ジ
ャ
ー
将
軍
の
遺
体
の

書
か
れ
て
い
る

「
症
例
記
録
」
は
、

T
h
e
C
a
s
e
 

二
六
四
頁
）
、
と
い
う
。

一
又
）
 i
l
 



腹
部
の
内
臓
は
ど
こ
か
ら
見
て
も
正
常
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
胃
の
中

ヽ
こ
。

し

t 上
方
に
向
か
う
大
動
脈
は
、
多
く
の
箇
所
で
拡
張
さ
れ
、
硬
化
し
て

げ
た
に
違
い
な
い
。

そ
ら
く
は
、
そ
ち
ら
側
の
大
き
い
心
室
を
形
成
す
る
手
段
を
大
い
に
妨

こ
の
こ
と
は
、
血
液
の
逆
流
に
よ
っ
て
、
血
液
の
循
環
を
、
そ
し
て
お

あ

っ
た
。
大
動
脈
の
弁
は
、
固
く
動
か
せ
な
い
ほ
ど
硬
化
し
て
い
た
。

そ
し
て
弁
の

一
っ
は
心
臓
の
中
に
向
か
っ
て
か
な
り
曲
が
っ
て
い
た
。

な
か
っ
た
。
心
臓
は
、

非
常
に
大
き
い
点
を
除
い
て
、

外
観
は
正
常
で

う
。）
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
両
方
合
わ
せ
る
と
十
分
で
あ
っ
た
、
と
私
は
思

こ
の
記
録
に
は
、
新
婚
の
ベ
ッ
ド
に
入
っ
て
約
半
時
間
後
に
気
分
が
悪

か
ら
切
り
離
さ
れ
て
は
、
彼
の
死
を
説
明
す
る
の
に
決
し
て
十
分
で
は

こ
れ
ら
の
外
観
は
、
単

一
で
は
、
そ
し
て
彼
が
置
か
れ
て
い
た
状
況

じ
っ
て
澱
状
の
物
を
含
ん
で
い
た
。

あ
っ
た
。
嚢
は
普
通
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
身
は
黄
褐
色
で
、
体
液
に
混

立
注
〉
の
中
で
は
そ
う
で
は
な
く
、
そ
こ
で
も
む
し
ろ
均

一
の
濃
度
で

う
。
）
肺
は
、
見
た
と
こ
ろ
、
全
く
正
常
で
あ
っ
て
、
ど
ん
な
癒
着
も

[
精
嚢
9.]

〈
ハ
ン
タ
ー
の
弟
子
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
リ
フ
ト
の
注。

佐

の
体
液
は
、
血
液
で
少
し
染
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
、

血
液
の
赤
い
部
分
の
浸
出
に
よ

っ
て
、
死
後
に
生
じ
た
、
と
私
は
思

の
近
く
で
は
、
体
液
は
よ
り
濃
い
色
を
し
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
嚢

か
ら
端
ま
で
白
い
体
液
で
満
た
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
入
り
口

実
質
よ
り
も
固
か
っ
た
。
脳
の
二
つ
の
側
面
の
小
室
も
し
く
は
腔
の
中

の
導
管
を
さ
ら
に
検
査
す
る
た
め
に
取
り
出
さ
れ
た
。
輸
精
管
は
、
端

を
除
い
て
。
そ
れ
は
、
大
き
い
ピ
ン
の
頭
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
、
脳
の

の
底
面
に
あ
っ
た

―
つ
の
小
さ
な
白
い
か
た
ま
り
、
も
し
く
は
白
色
体

は
精
液
で
満
た
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
膀
脱
と
ペ
ニ
ス
は
、
こ

静
脈
は
血
液
で
充
満
し
て
い
た
。
輸
精
管
を
し
ぼ
っ
て
み
る
と
、
そ
れ

し
く
は
普
通
で
な
い
箇
所
を
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
（脳

あ
っ
た
。
白
膜
を
通
し
て
細
管
が
大
変
は

っ
き
り
し
て
い
た
。
そ
し
て

頭
部
を
切
開
し
、
脳
を
検
査
し
た
時
、
私
は
、
病
気
に
か
か
っ
た
、
も

彼
は
死
の
三
十
時
間
後
に
解
剖
さ
れ
た

な
い
。）
関
法
第
六
四
巻
五
号

（三
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
）

。

か
っ
た
。
睾
丸
は
小
さ
く
、
副
睾
丸
の
上
部
の
上
に
小
さ
い
嚢
腫
が

か
っ
た
け
れ
ど
も
、

ほ
と
ん
ど
半
分
勃
起
し
て
い
て
、
非
常
に
大
き

に
多
量
の
空
気
が
入
っ
て
い
た
。
（
ペ
ニ
ス
は
、
膨
満
し
て
は
い
な

五
六

（
一
八
二
三
）



腹
上
死
に
つ
い
て

し
て
恥
を
か
く
の
も
悪
い
気
は
し
な
い
。

に
検
査
す
れ
ば
、

『洗
寃
集
録
』
が
記
す
よ
う
に
、
陽
物
が
衰
え
て
い
な

く
な
り
、
救
助
が
得
ら
れ
る
前
に
死
亡
し
た
男
子
を
、
死
亡
し
て
か
ら
三

十
時
間
後
に
解
剖
し
た
と
こ
ろ
、
「
ペ
ニ
ス
は
、
膨
満
し
て
は
い
な
か

っ

た
け
れ
ど
も
、

ほ
と
ん
ど
半
分
勃
起
し
て
い
て
、
非
常
に
大
き
か

っ
た
。
」

（
原
文
。

T
h
e
P
e
n
i
s
 w
a
s
 a
l
m
o
s
t
 h
a
l
f
 e
r
e
c
t
e
d
,
 ve
r
y
 l
a
r
g
e
,
 al
t
h
o
u
g
h
 

n
o
t
 t
u
r
g
i
d
 ;
)
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
観
察
が
ハ
ン
タ
ー
の
見
間
違

い
で
は
な
か

っ
た
と
す
る
と
、
腹
上
死
し
た
男
子
を
死
後
三
十
時
間
以
内

い
場
合
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
門
外
漢
が
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を

書
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
宋
慈
や
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
タ
ー
に
加
勢

五
七

（
一
八
二
二
）


